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10 Years of

 TargetLink
現在に至るまでの 
ロードマップ



量産コードの自動生成は、電子制御ユニットと組込
みソフトウエアの開発を決定づける重要なプロセス
の 1つです。1999年のリリース以来、dSPACEの量
産コード自動生成ツールである TargetLinkは、多く
のサクセスストーリーを生み出してきました。自動
車業界では、TargetLinkはコード生成ツールの先駆
者として評価をされています。適用分野としては、パ
ワートレイン、シャシー、運転支援、快適機能、アク
ティブおよびパッシブセーフティシステムなど、車両
のあらゆる領域をカバーしています。またここ数年、
TargetLinkはセーフティクリティカルな航空宇宙シ
ステムの開発にも使用されるようになってきました。
お陰様で 2009年秋に TargetLinkは発売から 10年
の節目を迎えます。1999年から現在までの 10年間、
TargetLinkの軌跡をお客様の成功事例と共にご紹介
いたします。
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10 Years of

 TargetLink



1999 
革命：Simulink®モデルから 
ECUコードを直接生成することに成功
1999年秋の TargetLink導入によりECU
開発の歴史が変わりました。ボタンひとつ
でコントローラモデルから量産コードを生
成し、これをダイレクトに ECUに組込むこ
とができるようになりました。ハンドコー
ディング作業が不要となったのです。最初
の量産プロジェクトは、すでに1999年末
に開始されました。ダイムラー社がハイブ
リッドトラックの研究プロジェクトに
TargetLinkを採用し、3ヶ月という短い期
間でこのプロジェクトを完了したのです。

PAGE 50 TargetLink

2001 
業界随一のベンチマーク結果
TargetLinkのすばらしいベンチマーク結
果を機に、国内・海外を問わず自動車産
業界のメーカーやサプライヤーの脚光を
浴びることになりました。さらに
TargetLink は制御モデルと ECUの間の
「ミッシングリンク」としてのメリットも備
えています。この量産コードジェネレータ
が、開発プロセス間に存在していたギャッ
プを埋めることになり、シームレスな統合
を実現したのです。TargetLinkはオフハイ
ウエイ車両の分野でも評価されています。
農業機械の国際的なメーカーの 1つは、
TargetLinkを使用して、トラクターのトラ
ンスミッションや、その他の制御コンポー
ネントを開発しています。

2003
大規模プロジェクトにも使用される
TargetLink
大規模なプロジェクトチームに適したツー
ルとしてTargetLinkはその実力を証明し、
開発プロセスにシームレスに統合されてい
きました。新たな「プログラマー」としての
TargetLinkの位置付けが定着していった
例は、ダイムラー社でもみられました。ダイ
ムラー社では、エンジン ECU開発部門
全体で、TargetLinkによる量産コードの
自動生成に移行しました。
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2000
成功へ向かって：TargetLinkコードの
量産車への搭載
自動車産業分野での TargetLinkへの注
目は一気に高まりました。世界中の自動車
メーカーやサプライヤが量産を目的とした
評価プロジェクトやパイロットプロジェクト
を開始しました。
日産自動車では 2000年型セントラ向け
のエンジン制御コンポーネントの開発に初
めて TargetLinkを導入し、セントラの販
売にいたりました。このプロジェクトを機に
さらに数々のプロジェクトが実施され、ど
れもすばらしい成果が挙げられています。

2002
航空宇宙産業初、セーフティクリティカル
用途に対応
安全に対する要求が特に高い航空産業界。
Nord-Micro社の客室与圧調整システム
などの例にあげられるように、TargetLink
は航空電子工学の分野でもその実力を発
揮しました。
n  航空業界で最高レベルの安全要求

DO178Bレベル Aに準拠したコード
認証

n  開発期間の 50%短縮
この新しい客室与圧調整システムは、エア
バスA380を含む多くの旅客機で使用さ
れています。

2004
コード生成ツールの域を超えた
TargetLinkの新機能
以下の強力な新機能の追加により、
TargetLinkは新しい標準となっています。
n  dSPACE Data DictionaryによりECU
アプリケーション全体のデータセットを
管理

n  OSEKおよびマルチレートモデリングの
量産レベルの実装

n  コードカバレッジ分析およびインクリメ
ンタルコード生成

究極の安全性が求められる航空機：
エアバス A380用客室与圧制御

ダイムラー社のエンジン ECU開発
部門が TargetLinkを使用

TargetLinkは AUTOSARソフト 
ウエアコンポーネントをサポート
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2005
最高の評価
モデルベースによる開発へ需要が高まる
中、自動コード生成が急速に普及しつつ
あります。TargetLinkは新規ユーザーだ
けでなく新たなアプリケーション領域にお
いても非常に高い信頼性を得ています。
BMW社の他にも有名自動車メーカーが
市販量産コードジェネレータとして
TargetLinkの評価に乗り出しました。

2007
MISRA TargetLink向けモデリング 
ガイドライン
Motor Industry Software Reliability 
Association（MISRA）から、TargetLink
の公式モデリングガイドラインが刊行され
ました。TargetLinkは、MISRAから発行
されたガイドラインを持つ初めてのコード
ジェネレータであり、自動車業界における
最も標準的な量産コード生成ツールとして
の地位を不動のものにしました。このガイド
ラインには機能安全に関する TargetLink
を使ったモデリングの要件が明記されてお
り、特にセーフティクリティカルなプロジェ
クトに関係する標準となります。

2009
業界随一のコード品質
この 10年、TargetLinkは世界中のあら
ゆる分野で使用されてきました。自動車業
界では、確立されたコード生成ツールとし
て評価されています。さらに、TargetLink
には、究極の安全性が求められる航 
空宇宙システムの開発でも成功の実績が
あります（詳細については、dSPACE 
Magazine 1/2009に掲載のお客様の事
例「Maximum Safety」（Nord-Micro
社）を参照してください）。
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2006
TargetLinkがAUTOSARをサポート
TargetLinkは、自動コード生成ツールとし
ては初めて、モデルベース設計と製品レベ
ルのAUTOSAR準拠 ECUソフトウェアの
間のギャップを埋めました。TargetLinkは、
AUTOSARソフトウエアコンポーネント開
発におけるモデリング、シミュレーション、
コード生成のための充実したサポートを提
供いたします。

2008
TargetLink 3.0： 
便利な新機能の組み合わせ
TargetLink 3.0は、再設計されたブロッ
クセットと TargetLinkの実証済みの機能
を組み合わせることで、MATLAB®/
Simulink®とのより一層緊密な統合を実
現し、多数の Simulinkサードパーティ製
ツールを TargetLinkモデルと組み合わ
せて使用することができます。また、
TargetLink 3.0はモデルリファレンス機
能をサポートしており、これによってモジュ
ラー方式による分散型開発プロセスが非
常に容易になります。
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最高のベンチマークの成績が 
業界の支持を集めました。

TargetLinkは、農業機械、建設
機械などのオフハイウエイ車両
の分野でも評価されています。




